
                                                                          

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                         

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 206 号 

2014 年 8月 6日 

日本医労連 

増員・夜勤改善闘争本部 

TEL：03-3875-5871 

FAX：03-3875-6270 

 8 月 6 日、日本医労連は役員交代の挨拶を兼ねながら厚労省や日本看護協会を訪問しまし

た（中野・鎌倉・原・三浦の 4名が代表で訪問）。 

 

●労働条件政策課 
中野氏から交代した新任の医療労働企画官・石川賢司氏を訪問・懇談しました。8 月 8 日

までに各都道府県に提出を求めていた「勤務環境改善支援計画策定」は、医政局総務課が集

約中でまだ半分弱の状況だということでした。 

日本医労連からは、県が対応に苦慮している、存在そのものの周知が弱いなど各県医労連

からの報告を伝え、丁寧な指導と労働組合を関係団体として対応することを要請しました。    

また、民間の医療法人も所管することになった医政局・医療経営支援課にも挨拶のため訪

問しました。看護課とは 11 日午前に懇談予定です。 

 

●日本看護協会 

会長との懇談日程が調整困難で 9 月 17 日になったことから、この間のお礼を兼ねて国際

部と労働政策部を訪問。国際部には、日本医労連の ILO・フランス視察における ICN との懇

談に協力を頂きました。ILO 看護職員条約に関しての各国の情報が不足しているとの担当専

門官の言葉も伝えながら、互いの情報交換を行い、今後の活動への協力を要請してきました。 

9 月 17 日には、看護の新任副委員長も参加しての正式訪問を行います。 

 

 9 月 6 日スタートの、14 秋「いのちま

もる地域キャラバン行動」の宣伝物の準

備が進んでいます。今回は要求フラッグ

（右：サイズ 1.5×2.5M）と風船を作成

します。フラッグは各組織 1 枚、風船は

5色セットです。8月末発送予定で準備中

です。「あめちゃん」は買い取りですので

宜しくお願い致します。 


